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抽出した区画内には、カメラを各1台設定した。各区画内におけるカメラの設置場所は、1.クマが

移動に使うと思われる主稜線や鞍部、2.クマが採食場所に選ぶと思われる植生や谷、3.円滑な調査

進行のための調査地までのアクセスの以上 3点を考慮して選定した。 

本調査は、平成 25(2013)年の 5月 18日から 7月 23日にかけて実施し、5月 18日、19日、21日、

22日の 4日間で、34区画にカメラトラップ（以下、CT）を配置した。CT設置後は、6～7日おきに

カメラの SD カードの交換、クマ誘引用の巣蜜の交換を行い、CT が破損した場合は随時修復した。

誘引物を設置してから、次の誘引物を設置するまでの期間をセクションとし、全 9セクション実施

した。 

②カメラトラップ（CT）の構造 

CT には、クマを誘引するため巣蜜を入れた容器（ポリスチレン製）を各 2個ずつ用意し、近くに

ある 2本の立木に紐を渡し高さ 2 mの位置に設置した（図 2）。誘引されたクマの胸部斑紋を安定し

て撮影するため、誘引物の真下から等高線上に 30～40 cm、山側へ 30～40 cm ずらして、直立補助

杭（4×4×120 cm）を地上部が 90cm となるよう配置した。また、カメラは直立補助杭から谷側に

約 3.5 m 離れた場所に設置した。カメラの角度は、餌下約 50 cm の位置が画角の中心になるように

調整した。カメラは、MOULTRIE 社製 Game Spy D55IRXTを使用した。カメラの設定は、クマの胸部

斑紋の撮影機会を増やすため、動画撮影モードで撮影時間 30秒（最長）、撮影間隔 15秒（最短）に

設定した（夜間の撮影時間は、設定に関わらず 10秒が最長）。 

図 2 センサーカメラおよび直立補助杭の設置構造 
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③個体識別 
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